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報告 

１．目的 
本研究は，組体操・組立体操を，運動会・体育祭における行事演目として実施するか否か

の問題としてではなく，体育科における教材化の問題として捉え直し，そこに含まれる運動

を体育科の学習内容として取り出す条件を理論的に明らかにすることを目的とした．とりわ

け，明確な運動文化（素材）をもたないために学習内容が定まりにくい体つくり運動領域に

対しても示唆を得ることを視野に入れ，岩田（1987，1994）の教材論を参照枠として，組体

操・組立体操という素材に内在する学習内容を整理することを課題とした． 

２．概要 
本研究は，分散した既存知見を特定の理論的視点から接続して対象を捉え直す理論統合型

（Theory Synthesis）の概念研究である（Jaakkola，2020）．考察は次の三つの手続きで進め

た．①組体操・組立体操の概念と制度的位置づけを整理し，②有山・山下（2015）に示され

た，個々の技ではなく，それらに共通する運動構造から学習内容を捉える視点を参照し，組

体操・組立体操に関する先行研究および指導資料をもとに，両者に共通する構造的特性と，

それを具体化する運動要素を整理した．そして，③その運動要素を岩田（1994）の教材論に

おける学習内容に対応づけ，組体操・組立体操と共通する運動要素を含む先行研究の成果も

参照しながら，組体操・組立体操における体育科の学習内容としての成立可能性を検討した． 

３．考察（成果） 
組体操・組立体操の運動構造は，運動が主として「他者の身体を介して支え合う」点にあ

る（荒木，2016；濱田，1996）．そのうえで，これらの運動要素を岩田（1994）の教材論に照

らし，体育科の学習内容として次の三つの観点に整理した． 

 

表 1 組体操・組立体操に含まれる運動要素と関連する先行研究の成果（抜粋）

 
考察では，組体操・組立体操の文献から，他者の身体を介した関係のなかで，姿勢やバラ

ンスを調整し，力や身体の操作を行うという固有の運動要素が含まれていることが整理され

た．組体操・組立体操を，「素材から学習内容を取り出す」という教材論の問題として捉え直

し，そこに含まれる運動要素を知識・認識，技術・戦術，社会的行動の観点から体育科の学

習内容として整理した．組体操・組立体操と共通する運動要素を含む先行研究では，身体接

触を伴う運動を通した身体への気づきや，支持・バランス調整等を伴う運動技能の向上が報

告されている．これらの知見は，組体操・組立体操に含まれる運動要素が体育科の学習内容

として展開可能であることを補足的に示すものである．以上のことから，組体操・組立体操

は，その運動要素を段階的かつ安全に再構成することによって，体育科教材として成立し得

る前提を備えていると考えられる．これらの成果については，今後，関連文献のさらなる検

討を通して論証の精度を深めていく予定である．


